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スコードへの適用実験について述べる 5 節では • n3 ~去
の利用方法としてI ソフトウェア部品検索への応用につ
いて連ペる



























図 Iを倒に鋭明する 図 1(0)は部品聞の利用関係であ
る 鼠品<，と d" 飾品句 t.;，はそれぞれ額似した飾
品である C3，C.， C~ には掴叫性はない部品 c，は c， を




C1 = {CI，q}. C'l = {c2，4}. C3 = {匂i














































































































し， Z平価値の輯和が 1となるように定義する このとき，
図 2の利用聞係から各部品務の僻価値は町=0.4，町=































R(C"C;) if (ヨCk，cdr(q" CI)) 
then true 


















切り =Vidij (6) 
定援6それぞれの部品欝において，その飾品群からの
相対的再利用性評価値の配分事の和はIとする
??? I:; dり ~l (7) 
定礎 7利用している部品群への配分率は。手元1mしてい
ない部品群への配分率より高い すなわち，
R(C;， Cj) = true， R(C;， Ck) = falseのとき









































V=D'V (1 ) 
と表される
このとき。行列 D' における固有値λ~ I に対応する園










































分する もとの配分皐をdψ 修正後の配分率を d;jと
し，以下のよフに配分率を修正する





















R.3-System のl~成図を固 4 に示す ここでは.N個目


















































となっている また • Ja四1"ιClassクラスは実行中の
221 




2 java.lang.Cla国 0.08712 
3 javaJang.百~曲]， 0.05510 
4 ja咽.1剖g.Exceplion 0.03103 
5 Ja¥'uo.旧Excepti凹 0.01343 
6 java.lang.StringBu伯r 0.01214 
7 j由w.l副g.SecurityManager 0.01169 
8 java. io.lnputSlream 0.01027 
9 java.Jang.reflect.Field 。帥948
10 java.lang.re日間Constructor o.曲936
































2 antlr.debug.Ev町u 0.06189 
2 antlr.debug.NewLineEvent 。同189





































とめられる t = 0のときはp すべての部品が Jつの類
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は霊化はないが， t=0.70とt= 0.80を境に Throwable
とExceptionの順位が大幅に入れ僻わっている これは，









サブクラスである グラフからも，t=0.70とt= 0.80 
を境に例外クラスの評価値が大きく置化していること
が明らかである 例外クラス以外では，t = 0.10から
t= 0田の範囲では大きな霊化は見られない
表4はtの値ごどの争earmanの順位相関係数を示して














































表 3.t と順位の霊化印~0.85) 
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